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「
国
鉄
瀬
棚
線
」
廃
止
問
題
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
引
年
2
月
号
で
掲

載
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
後
、
パ
ス
転
換
に
つ
い
て
経
過
報

告
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
現
在
ま
で

の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

組
織
は
、
上
部
に
「
瀬
棚
線
特
定

地
方
交
通
線
対
策
協
議
会
々
議
」
が

最
終
決
定
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
て

お
り
、
関
係
四
町
長
が
参
加
す
る
も

の
で
す
。
更
に
、
中
間
に
「
幹
事
会
」

が
設
け
ら
れ
、
関
係
町
の
謀
長
を
始

的
、
運
輸
局
等
の
課
長
を
含
め
る
同

名
が
参
加
検
討
機
闘
が
あ
り
、
ま
た
、

下
部
に
は
、
「
小
幹
事
会
」
が
あ
り
、

幹
事
会
と
同
様
な
メ
ン
バ
ー
で
、
詳

細
に
わ
た
り
検
討
す
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
組
織
決
定
と
基
本
総
想

に
つ
い
て
、
第
1
回
瀬
棚
線
代
替
パ

ス
輸
送
計
画
策
定
作
業
グ
ル
ー
プ
会

識
が
、

3
月
幻
日
函
館
市
に
お
い
て

開
催
、
協
議
さ
れ
ま
し
た
結
果
「
基

本
姿
勢
と
し
て
は
、
代
替
パ
ス
輸
送

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
山
明

の
要
望
を
反
映
し
、
地
域
交
通
の
充

実
を
図
る
。
輸
送
の
効
率
性
を
配
慮

し
て
パ
ス
輸
送
の
確
保
を
す
る
。

基
準
に
つ
い
て
は
、
巡
也
事
業
者

は
、
長
期
的
、
安
定
輸
送
を
確
保
し
、

輸
送
の
経
済
性
を
図
り
、
競
合
を
避

け
る
。運

行
区
間
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
の

廃
止
に
伴
い
旅
客
輸
送
を
必
要
と
す

る
区
間
で
停
留
所
は
利
用
実
態
を
考

え
て
設
置
し
た
い
。
運
行
回
数
及
び

運
行
時
刻
は
、
列
車
輸
送
サ
ー
ビ
ス

確
保
の
た
め
始
終
発
時
刻
は
、
列
車

と
述
結
を
図
り
、
運
賃
は
並
行
パ
ス

• • 
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

て
」
園
児
の
声
に
お
く
ら
れ
て

こ
の
大
会
が

6
月
初
日
総
合
体
育

館
に
お
い
て
開
催
、
捌
人
の
お
年
寄

り
が
参
加
、
更
に
は
、
今
金
保
育
所

の
閑
児
年
長
組
お
人
が
特
別
参
加
と

「おきるのカ、ごやJパレーポーJレを輪にのせて走ります

会
場
は
盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

全
地
肢
を
5
ソ
に
柏
編
成
し
て
の

競
技
展
開
、
種
目
は
「
ピ
ン
こ
ろ
が

し
」
ポ
ー
リ
ン
グ
の
ピ
ン
を
棒
で
こ

ろ
が
す
も
の
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
は

あ
さ
ん
と
一
緒
に
走
ろ
う
」
保
行
凶

児
が
フ
ラ
フ
プ
の
輸
に
入

っ
て
お

年
寄
り
と
干
を
取
り
あ
っ
て
の
リ
レ

な
と
全

8
種
目
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
白
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

羽
目
参
加
者
に
は
、
応
援
制
や
関

児
の
声
援
を
受
け
て
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
和
や
か
な
ム

l
ド
が

一
杯
で
し
た
。
ま
た
、
昼
食
の
合
聞

を
ぬ
っ
て
歌
読
大
会
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
蹴
る
人
が
と

び
だ
す
な
ど
賑
や
か
な
も
の
で
し
た
。

全
種
目
終
了
後
一
時
間
に
わ
た
り

プ
ロ
歌
手
と
踊
り
子
に
よ
る
ン
ョ
ー

が
開
催
さ
れ
、
お
年
寄
迷
は
「
今
年

は円
h
一U
M

に
楽
し
か

っ
た
な
あ
l
L
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
観
戸

や
歌
声
が
体
育
館

一
杯
に
響
い
て
の

楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

運
賃
及
ぴ
国
鉄
運
賃
を
考
え
る
。

待
合
所
は
利
用
の
実
態
に
あ
わ
せ

て
設
置
し
、
逆
行
施
設
は
、
車
庫
、

乗
務
員
、
駐
泊
所
及
び
パ
ス
回
転
場

に
つ
い
て
必
要
に
よ
り
、
輸
送
的
経

済
性
を
考
、
ぇ
設
置
す
る
。

交
通
安
全
施
設
等
は
、
パ
ス
待
避

所
、
横
断
歩
道
、
交
通
標
識
等
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
除
雪
体
制

は
パ
ス
運
行
確
保
の
た
め
必
要
な
体

制
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
と
協
議
す

る。
資
本
内
構
成
に
つ
い
て
は
、
函
館

パ
ス
株
式
会
社
が
主
た
る
出
資
者
と

な
り
、

一
部
を
関
係
地
方
自
治
体
、

地
元
有
力
企
業
か
ら
出
資
公
募
す
る
。

事
業
運
蛍
は
、
主
た
る
出
資
者
の
函

館
パ
ス
株
式
会
社
が
主
体
と
な
っ
て

事
業
の
迷
宮
に
あ
た
る
。
」
以
上
の
よ

う
な
紫
案
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し

た。
6
月
日
日
北
海
道
運
輸
局
へ
四
町

長
が
出
向
き
協
議
し
ま
し
た
が
、
そ

の
結
果
は
寸
運
輸
局
の
考
え
方
は
、

道
路
運
送
法
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
柾

会
的
、
公
共
的
の
使
命
に
よ
る
長
期

的
、
安
定
的
、
継
続
性
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
を
基
本
と
し
た
既
存
会
社
と

判
断
し
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

機
関
と
充
分
協
議
し
な
が
ら
調
整
を

は
か
つ
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

• 町職員の人事移動のお知らせ • 
住宅金融公庫からのお知らせ

50万円以上ある方が申し込めます。)は、年中受付

けます。金利5.38%(7月末までの子定)

8月29日までです。

金利5.25%特別加算額150万円一250万円(今年

今年度第 2回の申込受付は、

6
月
1
日
付
で
役
場
の
機
開
仙
の

一部
改
正
と
人
事
移

動
が
あ
り
ま
し
た
。

機
構
で
は
、
企
画
調
整
諜
と
商
工
観
光
課
が
一
純

で
し
た
が
、
企
画
制
整
課
に
は
、
交
通
安
全
係
と
住

民
運
動
係
を
伐
し
、
商
工
観
光
係
は
農
林
部
と

一
緒

に
な
り
ま
し
た
。

総

務

課

管
財
係
長
(
水
道
係
長

企
画
調
整
課

調
査
係
長
兼
(
淵
査
係
長

交
通
安
全
係
長

平
原
畠
美

h'i 
71< 

農
林
謀
、
商
工
観
光
課

謀

長

(

段

林

訓

長

)

吉

回

英

俊

商
工
観
光
係
長
(
国
保
病
院
経
理
係
長
)
沢
口
征
治

問

係

(

新

保

用

)

伊

藤

幼

徳

水

道

謀

本
道
係
長
(
商
工
観
光
係
長

問

係

(

地

絡

調

査

係

)

教
育
委
員
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

総
務
係
長
(
管
財
係
長
)

学
校
教
育
係
(
水
道
係
)

学
芸
以
(
新
採
則
)

笠
原
勝
二

川
平
秀
明

佐
々
木
春
夫

尾

崎

克

之

寺

崎

康

史 公庫札腕支所詳しくは、度限り)守事、，

Lι 

国

保

病

院

経
理
係
長
(
教
委
学
校
給
食
セ
ン
タ
)
藤
田
民
明

(T E L01l271-5511)又は取扱金融機関へ
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財形住宅融資(財形貯蓄を 3年以上し、残高が
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口
園
田
回
国
圏
園
田
園
固
因

天
に
め
げ
す
霊
山
楽
し
む

光の里学園大運動会聞かれる 。第11回

• • 
こ
の
大
運
動
会
が

6
月
間
山
日
間
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
、
悶
生
同
人

全
員
参
加
、
徒
競
争
を
始
め
と
し
て

M
極
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
似
し
に
、
闘
生
ば
か
り
で
な
く
、

一
般
や
幼
児
が
参
加
す
る
な
ど
、
直

に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
町
人
述
犯
人
を

始
的
、
身
体
障
害
者
今
金
分
会
初
入
、

渡
島
コ
ロ
ニ
ー
新
生
悶
生
引
人
が
特

別
応
援
参
加
に
か
け

つ
け
る
な
ど
、

6
月
幻
日
恒
例
の
カ
ニ
カ
ン
岳
(
標

高
醐
メ
ー
ト
ル
)
の
山
聞
き
が
開
縦
、

総
勢
前
人
が
参
加
、
登
山
口
に
お
い

て
山
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

、-
。

手
人

参
加
の
最
高
齢
者
は
円
歳
、
最
年

少
者
は

5
歳
と
老
若
男
女
の
広
範
囲

に
わ
た
る
も
の
で
す
。
速
く
は
函
館
、

大
野
、
更
に
は
長
万
部
町
人
達
で
す
。

品
初
は
小
雨
が
パ
一
フ
つ
い
て
い
ま

し
た
が

5
合
目
あ
た
り
か
ら
本
絡
的

な
雨
降
り
と
な
っ
て
し
ま
い
、
汗
と

雨
に
漏
れ
な
が
ら

9
合
目
ま
で
登
行

し
ま
し
た
が
残
念
な
ミ
と
に
足
場
に

危
険
が
と
も
な
う
こ
と
か
ら
山
頂
を

あ
き
ら
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

刊
明
智
と
花
を
眺
め
、
耐
の
中
で
テ

ン
ト
を
版
つ
て
の
昼
食
を
す
る

A
、

雨
に
う
た
れ
主
が
ら
食
べ
る
人
、
さ

ま
ざ
ま
で
し
た
。

天
候
が
良
け
れ
ば
、
内
浦
湾
を
始

的
羊
蹄
山
、
駒
ヶ
岳
が

一
望
で
き
る

は
ず
で
し
た
が
伐
念
で
す
。
で
も
参

加
者
は
、
円
以
山
の
だ
い
ご
昧
を
満
喫

し
て
い
た
よ
う
で
す
.

こ
の
迎
励
会
を
雌
り
上
げ
、

て
い
ま
し
た
。

制
に
、
種
目
で
人
気
が
あ
っ
た
の

は
‘
「
パ
イ
キ
ン

7
レ
1
ス
」
羊
か
ん
、

パ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
を
食
べ
た
り
飲
ん

だ
り
の
競
争
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
「
第
1
ゲ
l
卜
通
過
」
の
種
目

で
は
、
間
生
が
ポ

l
ル
を
打
ち
.
老

人
ク
ラ
ブ
の
人
迷
の
足
と
足
と
の
問

を
ゲ

l
ト
に
通
過
さ
せ
る
も
の
、
「
風

賑
わ

っ

「ハイキングレース」で楽しむ園生たち

食中毒が多発する章節r.

夏
は

、
高
温
多
湿
の
た
め
、
細
菌
が
増
殖
し
や
す

〈
、
食
中
毒
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。

家
庭
で
調
理
し
た
食
品
に
よ
る
食
中
毒
が
、
例
年
、

多
発
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

。

台

所

は

、
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
工
、

ゴ

キ
プ
リ
、
ネ
ズ
ミ
等
は
、
食
品
汚
染
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
駆
除
が
必
要
で
す
。

@

劉
理
前
に
、
手
指
を
よ
く
流
い
、
ま
な
板
、

ゆ
き
ん
な
と
の
悶
理
器
具
も
、
洗
浄
後
、
乾
爆

さ
せ
た
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

@
食
中
毒
の
発
生
防
止
に
は
、
新
鮮
ヰ
材
料
を

使
い
、
調
理
後
す
み
や
か
に
食
べ
き
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
調
理
し
た
食
品
を
、
時
間
を
お
い

て
食
べ
る
と
、
そ
の
聞
に
細
菌
が
増
殖
す
る
こ

と
に
主
り
、
食
中
毒
的
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
、
夏
休
み
期
間
、
行
楽
時
に
、
お
に
ぎ

り
、
弁
当
等
を
持
参
す
る
機
会
も
多
い
で
す
の

で
、
当
日
、
+
分
加
熱
調
理
す
る
ニ
と
が
必
要

て
す
。

。

冷
蔵
庫
内
的
温
度
を
、

5
度
C
以
下
に
保
つ

に
は
、
食
品
の
詰
め
過
ぎ
、
ド
ア
の
開
閉
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
.

ま
た
、
冷
凍
庫
、
冷
蔵
庫
と
も
庫
内
の
壁
画

は
、
自
に
見
え
本
い
汚
れ
が
着
い
て
お
り
、
細

菌
が
付
着
し
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
清
掃
し
て
下
さ
い
。

今
金
保
健
所

• • 
制
徒
7
人
等
が
奉
仕
活
動
を
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。

一
般
参
観
者
も
四
人
を
超
し
、
総

勢
醐
人
が
大
集
合
し
て
の
大
運
動
会
、

闘
で
は
「
今
年
は
最
高
の
集
ま
り
で

す
J
と
却
し
て
い
ま
し
た
。

天
候
は
あ
い
に
く
必
り
で
風
が
強

〈
、
良
い
条
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

船
削
」
と
両
者
が
楽
し
み
な
が
ら
の

競
技
展
開
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
種
目
に
観
衆
や
本
部
席
か
ら
の

戸
般
に
お
く
ら
れ
な
が
ら
凶
生
た
ち

は
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
似
し
の
協
力
団
体
は
、
今
金

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
一
フ
を
始
的
、

u洗

車
仕
団
今
金
支
部
、
術
工
会
姉
人
部
、

神
丘
部
落
迎
合
会
の
人
逮
や
北
柏
山

町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
特
別
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
今
年
で

2
年
目

に
な
る
そ
う
で
す
が
大
成
同
校
の
女

農
家
の
み
な
さ
ん
に
も
忙
し
い
季
節
と
な
り
、
農
薬
の
散
布

も
あ
ち
勺
ニ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
二
で
ち
ょ
っ
と
考

λ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

つ
い
忙
し
さ
に
お
わ
れ
農
薬
を
安
易
に
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

農
薬
を
使
う
前
は
説
明
書
を
よ
〈
読
み
、
危
険
の
な

い
完
全
な

服
装
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

だ
れ
の
た
め
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
自
身
の
た
め
本
の

で
す
。

最
近
は
農
薬
的
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
低
毒
化
が
は
か
ら
れ

農
薬
は
安
全
と
い
う
意
識
が
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か

し、

農
薬
は
便
利
主
ょ
う
で
も
毒
は
毒
な
の
て
す
か
勺
。

今
金
保
健
所
か
ら

( 4) ( 5 ) 



舎盆地区老人クラブ l仁ゴ 自白人権思想の普及 仁コ

日
旅
行
や
震
薬
代
に

今
金
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
が
南
町
の

民
地
問
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
借
り
て
、
こ• • 

古
川
さ
ん
は
.
白
川
年
に
的
防
人
柿

擁
護
委
円
以
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
以

来
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
問
、
人
権

擁
護
と
自
由
人
権
忠
恕
の
普
及
と
市

紡
に
日
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
功
紛
が
認
め
ら
れ
て
こ
の
度

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
伝
述

式
が

7
H
げ
日
役
場
に
お
い
て
町
長

か
ら
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
こ
の
他
今
金
川
衛

生
団
体
連
合
会
長
や
今
金
町
文
化
協

会
副
会
長
‘
英
利
河
海
牛
研
究
会
長
、

村
会
敏
行
委
只
な
ど
を
務
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

の
春
に
ジ
ャ
ガ
苧
を
始
め
豆
類
や
野

菜
類
を
作
付
、

6
月
初
日
草
取
り
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

会
n
H
は
肝
名
お
り
、
ま
ず
作
業
に

参
加
で
き
る
者
が
当
番
制
を
も

っ
て

作
業
体
系
を
組
ん
で
実
施
し
て
い
ま

す
f
今
日
は
却
人
が
参
加
し
、
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
始
め
て
今
年
で
4
年

目
に
な
る
そ
う
で
す
が
‘
会
で
は
「
秋

に
主

っ
た
ら
収
松
山
京
も
や
り
た
い
し
‘

盟
舟
聞
や
光
の
単
に
も
寄
附
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
更
に
‘
こ
う

し
て
収
穫
し
た
も
の
を
売
っ
て
、
そ

の
収
益
で
肥
料
代
や
良
薬
代
ぐ
ら
い

に
は
し
た
い
。

他
に
も
ク
ラ
ブ
旅
行

の
た
し
に
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

皆
ん
な
で
協
力
し
あ

っ
て
の
収
機
に

な
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
J
と

話
し
て
い
ま
し
た
~
。

今
金
地
区
は
、
諸
条
件
に
恵
ま
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ゲ

ー
ト
ポ

l
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
盛
ん
で
、
会
A
H
な
ど
も
梨
し
み
な

が
ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

自動車免許の更新時

講習会のお知 らせ

14:30-16:00 

8月21日(木)

一般

⑫ 

今金町民センタ ー

時B 

八束共同墓地の清掃

のお願いについて

8月 7日午前 7時30分から

部落合で清掃を始めますので、

敷地所有者の参加ご協力をお

願いし ます。

• 

!わが家のアイドル
i五十嵐義治さん長男(南町)
. あさ と

j麻人ちゃん60.12.24生
(アカ月)

'/リスマスイプ生まれ、命名には「サ

ンタ(ヲロス )Jとサンタさんのリクエ

ス卜も多〈親を悩ませま Lたが、今町

i名前に 件落着、あいそも良〈、やさ

i Lい声を力、けて〈れる人は老若男女を

;問いません。

! なんでも食べる元気な子、特に好き

!なことは 「おもちゃのピアノがだーい

!好き」 とのことです。

一

一一
一(11 
--

U1 

E・・J

IIL・

期

問

ボ
イ
ラ
ー
整
備
の
た
め
臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

8
月
お
日

(月
)
か
ら
8
月
初
日
(
土
)
ま
で

町
民
福
祉
課
衛
生
係
か
ら

13:30-14:00 

所士湯テレビ音声多重放送を函館放送局管内(渡島、稽山)でも/

44冊

( 6) 

企画調整課交通安全係から八束連合部落会から

図書の寄贈ありがとうございました。

(末広町)日月さん石田

聴可能になります。北海道では、現在札幌地区のみで放

NHK函館放送局から送されているテレビ音声多重放送が8

から函館管内地域でも視(金)月8日

(7) 



夏
に
集
中
|

|

小
さ
な

H

い
の
ち
H

を
守
ろ
う

水の事故防止
令

太
陽
の
光
の
中
で
思
い
つ
き
り
遊
び
ま
わ
れ
る
夏
は
、
、

守

u
チ
ピ
ッ
子
だ
ち
H

に
と
っ
て
最
も
楽
し
い
季
節
。

4

・
k

ov

海
や
山
や
川
に
、
元
気
な
は
し
ゃ
ぎ
声
ガ
醤
き
ま
す
ガ
、

型

肝

一
方
こ
の
時
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
故
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
い
一

〈

で
も
あ
り
ま
す
。

吋

と

り

わ
け
、
水
巳
よ
る
事
故
で
、
い
だ
い
け
な

H

い
の
い

守

ち
H

ガ
失
わ
れ
だ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
れ
る
と
胸
ガ
痛
品
川

@
く
な
り
ま
す
。

?

守

昭
和
六
十
年
申
の
全
水
死
者
の
約
三
割
ガ
中
学
生
以
下

、

守

の
子
供
だ
ち
で
、
そ
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
ガ
夏
休
み
に
集
、

令

中
し
て
い
ま
す
。

q-、

-一一 、 -;.<--

~ ¥ . ~!'、 、:λ " 下 ぐ 4

、 司-- ・ ー、『.:..;..... 、 ' ・句 、て

~， . 、-... .......-、 J よ.・-#
、 ...:.:....... ~・ " ーヘベ、 ー喝J

・，..・正之 、， r、 ‘ J 、、
F 量ー -:...... --，宇・ ~、、!-- ~. . :: ~守 、、 ..' ・... 

，""'-. :i.:~叱ス、刊J L r 

m十前者以 明り千縦-'" -'-
え 三 年は下こ者、七事六昭 丁
て人間 三 ののは死百故 1荊I L 
い _J明百子う千者 二 は八 六 フ

ま凹 に十i!， ち 十 ・件 、 月十
す ・比六の中五行に全)年
。三 ベ入水学入方の国の);[
%てて死生。不ぼてホ則 : 

JI~ り巷〈状況は変わ りません。県た L て.テレヒ・

ゲームが、わずらわ Lい人mJI剖係か句の逃避の場に

なってはいないでLょうか.テレビ・ゲームが逃避

を"助長'しているようなこ tはないでLょうか。

やっと自分の，巴ぃ Eおりになる相手を見つけた

と。

*1司事力11の}jli-ljとはは ti心、1'ftうとして 人でl[!il
l而に向かう コミュニケーションと いう bのが符

内同化する遊び

• • 
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保
護
者
が
い
な
い
と

危
険
率
が
高
ま
る

子
供
の
ホ
の
犠
牲
者
を
統
制
か
ら

み
て
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

-
場
所
別
で
は
河
川
(
百

一
人
)
が

最
も
事
〈
、
つ
い
て
海
(
八
十
六
人
て

用
水
嶋
『
四
十
二
人
て
湖
、
沼
、
池

(
凶
十
人
て
そ
し
て
プ

l
ル

(
一一
十

八
人
)
の
順
で
す
。

-
ど
ん
な
と
き
に
命
を
落
と
し
て
い

る
か
と
い
う
と
、
水
市
中
(
百
二
十

二
人
)
が
い
ち
ば
ん
多
〈
、
つ
い
で

水
遊
び
中
(
八
十
七
人
て
魚
釣
り
(
二

十
五
人
)
、
通
行
中
(
十
六
人
)
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
似
池
v
れ
が
川
行
せ
ず
に
、
子
供
だ

け
で
'
打

っ
た
場
合
に
起
き
た
悲
劇
が
、

や
は
り
全
体
の
約
七
訓
を
占
め
て
い

ま
す
。

水
の
恐
ろ
し
さ
を

教
え
よ
う

===-=一===============一==-===一=一==一====一

子
供

t
り
わ
け
三
ぷ

l
五
議
，
川
後

の
幼
児
は
ぷ
小
が
命
を
偉
う
危
険
な

ら
の
u

で
あ
る
こ
と
を
‘
体
験
的
に

知
り
ま
せ
ん
。

水
し
ぶ
き
を
み
れ
ば
、
本
能
的
に

遊
び
ご
こ
ろ
が
わ
い
て
き
て
、
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
き
で
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
お
母
色
ん
が
目
を
離
し

た
ス
キ
仁
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
事
態
に
な
る

こ
と
が
多
い
の
で
す

ま
た
、
小
学
生
で
よ
〈
児
b
れ
る

事
故
に
、
プ
ー
ル
の
排
水
口
に
足
を

吸
い
込
ま
れ
て
水
死
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

水
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
次
の
よ

う
な
点
に
ぜ
ひ
注
意
し
て
、
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

-
近
く
仁
川
水
制
や
た
め
池
な
ど
の

位
険
な
場
所
が
あ
る

t
き
は
‘
作
即

抗
に
中
し
入
れ
て
、
サ
ク
や
ふ
た
主

ど
を
し
て
も
b
い
正
し
よ
う
。

-
子
供
た
ち
だ
り
で
水
泳
や
水
遊
び

に
行
か
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
か
ら

子
供
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

-
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
大
人
が

同
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
雨
降
り
の
あ
と
は
‘
川
平
用
水
が

増
水
し
ま
す
。
子
供
た
ち
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
特
に
注
意
を
。

-
危
険
な
ホ
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

を
見
か
け
た
b
、
進
ん
で
「
危
な
い

か
ら
や
め
な
さ
い
」
の
ひ

t
声
を
。

本

*

夏
休
み
が
楽
し
い
思
い
出
の
日
記

帳
と
な
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん

た
ち
と
か
水
の
恐
ろ
し
き
u

に
つ
い

て
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

， . • 

艇なわりです.J3t，咋 も一人で取り組むものですが、

こちらは執筆r，.<の心の交intがあります。この点が

般本的に遵うところです。深〈自己を省みる 内

向よ り内省を心がけた U ものです。人はさ Lあたり

何もするこ tがな〈なったとき、きて自分は{可を L

たいのか、何をするべきかを主体的に考えるもので

す。時聞があればテレ ピ・ ゲームでは、目先の刺激

に引きずられて自己を省みるゆとりはありません。

・左人がらの悪影響を恐れ恥消極的認知"する視

線にしてみれば別に L、い tは思っていないちの

の.外に，'Hかけて何をやっているかも分からず、い

つ帰って〈るのか分からなレのよ り、目の届〈とこ

ろに L、て〈れ るほうが安心、 tいう気持ちがあるよ

うです。友だちか b好ま L<ない感化を受けたり、

非行に向カーったりするより‘ま t:'テレヒ ゲームの

ほうがマシt:'、 <. 消極的認知'とで bいう ので

しょうカz。

ところで 州は飲んでも飲まれるな、という， i揺

がありますが、テレヒ ・ゲーム にb同じ ことが"え

る而があると，巴レますが、いかがお考えですか。

岩佐幕夫
家庭ケースワーク研究所所長

東京都世田谷区教刊委II会生t酎首相暗初級品

「今度の 日雌目、なにをするのが楽Lみ?J 

r bち〆 テレヒ・ゲームJ

「誕生 11には何を1'1って bらうの， J 

「ゲームソフト」

ある中学生との会話です。

テレビ・ゲームの販売台数1:1.6007;台 <b 700万台

tもレわれ、小学生はレうに及ぱず中・ 同，1'.から青

年の11日でb、持っていない Fのほうが世ないのでは

ないかといわれるほ Eです。ソ フト の二つや三つニ

なせないと友だちのI::Jで浮き l二がって Lまい. fIIl聞

に入れて bらえない tいった流行のi控ぴにのり

お〈 れまいという心聞がホ;1';:&"に拍車をかけてい

るようです。

テレビ ・ゲームについての与え方にはt'i百Jlhj論L

Pういみあるようですが.それは<bか〈‘特徴<L 

て言えるこ tは、たいへんl人l向的な柚り遊びだとい

うことです。機械を相手に自分のカラに閉じ こも

る一一一。Lカ白も、やり始めると 111キ11¥Jや2川!日jはす「

にたってしまいます。 これが、たとえば30分なら30

分と時IHJを決めてそのとおり打ち切ることができる

のなl?IBl越はなt、のですが、夜中の 111.¥" 2時ま で

b続けてしまう 。自己コントロールがまだ|分にで

きない、統制力が身についていない年齢といフこと

bあって、それは粧f111なことカaもしれませんが

・人間関係からの逃避の場に

中 'ï~:I I~のむの成長にとって 人;切な のは ， {うまで

もなく友だちです。人1l¥1I則係の巧ットワークの中τ
精神的な m養分秒をiHて、 Illtとなり l失lとなって いく

のです。 もちろん楽Lぃニとばかりではありません。

友人のfllJれなャひ t~;がグサリと胸にささって.い

つまで bl，liAl:?向尊心をfj)jつけられたり.ケノ

カしたり それはいろいろあるはずです。かtレ

勺て、こうした陥みカi ら逃げて いたのでは. (1分を

開???う号令聞二?士~
1回

200meの献血はあなたの健康にはさしっか

えありませんのでご協力お願いします。16 : 00分

( 8 ) 

採血の前に医i¥jfiが検診いたします。

14 : 00分

(水)献血の日

9 : 00分~

14 : 15分~

29日

而l

械

しょ。いついつも水と

.築こう7l<のある豊か主主暮らし・

品j

協

。役
@J!ミ

8月1日は「水の 日」

1日から 7日は「水の週間J です

( 9 ) 



二コ

検診を受けて明るい家庭づくり

項 目 出ていただ〈方 実施する 日 時 問 対車地区 実施主唱 備 考

一 般相談 全 住 民 4日田) 10:曲ー15:(陥 全地区 老人福祉セ ンタ ー 飽 !主 相談・保健指 導

" " 11日明) " " 町民センター " 
① 

" " 18日開) " " 老人柄祉セ ンター " 

" " 25目的l " " 町民センター " 
② 札児判1;主 生 後 6、 9 ヶ H児 7日同 畳 H 時間

" " m飽指導12:30-13:00 

③ 
モデル地区横世 1次検診を受診 LたブJ

8日制
H ~~~~ I n イ区ト 盟 I日 生"号館 fti *制tfr - 午前指導( 2次} 全n 9 :30-10:00 11M也

④ 妊 婦 相 談
妊 婦 グ〉 )i 12日ω 畳付時間

全地区 町民センタ 験診尿療・血保液健検栄養査指・子導よ・全歯科体指重t導14定
(母組学級) 12:45-14:00 

⑤ 恒医 地長 八点、白石地区住民 19日ω " 八I34也z. tl 八車生活改善セ ノター 診科政科イI日T 輯外 科料巡回診 14:00-15:00 石 区

⑤ 3蹴児健診 H主 2ヶ月品児主 22日幽
9 :30-12:00 

全 地 区 町民 セ ン ター 身保体健4JH|A洲ヰ 栄J全保接指・前導干刊行4時
-3;:&5ヶJJ!le 13:00-15:00 

⑦ 股脱健診 2ヶ月と25日ιL上グ):flJe 28日{柑 13刀ト 14:00 " 今金保健所 コl削節X線写真

礼!le健診 4、 7、 10， 12ヶJl児 受付時 間
身診療体J121M1t・刊i*行健導指・神導経・医F師 による

12:30-13:00 
⑧ 28日制 " 町民セ ノ ター

育児講座 3 ケ n !le 9 :30-)0:00 身体計測 ・保健指導

• • 

川
食
物
及
び
飲
料
水
に
つ
い
て

。
流
行
地
で
は
、
川
水
平
井
戸
水
を
飲

ま
な
い
こ
と
。
も
し
や
む
得
ず
飲
む

同
制
作
は
お
…
沸
し
て
飲
む
こ
と
。
(
虫
卵
は

凱
…
に
弱
い
の
で
明
梯
「
印
度
C
で
刊
分
」

す
れ
ば
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
な
お
、

水
道
に
つ
い
て
は
安
全
で
す
J

。
野
生
の
来
実
あ
る
い
は
野
菜
、
股

作
物
等
は
、
き
れ
い
な
水
で
よ
く
洗
う

こ
と
。
(
出
来
る
限
り
熱
処
理
し
て
食
べ

る
こ
と
。
ま
た
、
食
綜
類
の
洗
浄
も
充

分
に
す
る
こ
と
。
)

倒
手
指
の
清
潔
に
つ
い
て

。
イ
ヌ
、
ネ
コ
あ
る
い
は
山
野
・
耕
地

な
ど
の
土
壌
と
の
接
触
後
は
‘
子
を
よ

く
洗
う
こ
と
。

。
ツ
メ
を
の
は
し
て
お
か
な
い
こ
と
。

(
虫
卵
が

y
メ
的
問
に
附
着
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。)

仙
川
家
畜
等
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

。
流
行
地
で
は
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
は
飼
育

し
な
い
こ
と
が
故
も
望
ま
し
い
。

。
や
む
待
ず
イ
ヌ
を
飼
う
と
き
は
、
お

り
の
中
で
飼
う
の
が
適
当
で
あ
り
、
放

し
飼
い
は
し
な
い
こ
と
。
(
登
録
と
子
防

出
射
を
必
ら
ず
受
け
る
こ
と
。)

。
制
古川
で
き
主
く
な
っ
た
イ
ヌ
等
は
、

町
か
保
健
所
に
連
れ
て
ゆ
く
こ
と
。

。
キ
ツ
不
の
エ
サ
に
な
る
糸
帝
の
死
体

(
H
恒
産
を
合
む
)
、
家
帯
の
飼
料
、
生
ゴ

ミ
等
の
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
。
(
人
の

生
活
環
境
に
キ
ツ
ネ
を
近
づ
け
な
い
こ

と
。)エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

の
治
療
に
つ
い
て

日
咋
門
医
線
機
山
聞
に
お
い
て
受
旅
す
る

こ
と
で
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
病
気
に
お

か
さ
れ
て
い
る
肝
臓
を
ど
を
、
外
科
手

術
で
と
り
除
く
ほ
か
に
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。

(10) 

⑧ 月号

みんなの健

• 

社会福祉協議会だより

倒人名又は団体名 住 所 脊 附 内 界 省 附 先 個人名又は団体名 住所 寄 附 内 容 靖則先

山 崎 ト メ乙部町 ジュース 3面 先 の 旦 字 削 間部児を bつ視の合 今 金 缶ジ且ス 1 i盈 先の旦字凶

4公 氷 ‘ノ ナ東 開T お菓子 3袋 " 神丘小学校 神 丘 務 調 2本 " 
竹次 俊朗 函館前 アメ H~ " 安藤 軍事 神 丘 {r.-ジュース 1i遍 H 

{街ジュース 3面 ) 桃井 み さ瀬棚町 石けん 10倒 " 白 山 昭作 鈴 岡
リンゴ z面 " 今金背"邸体遺給出展会 今 {r.-ジュース 1i革金 H 

/j) 悶 勝 ヲザ 江袋町 缶ジュース l函 H 神 丘 "'t年団 神 丘 M 1雨 " 
下岡 イ手 伎 " " i 嗣 H 大野 敏 己大成町 " l函 H 

福島 福松 H " 1函 H 小池みちこ 神I '( M 1函 N 

大 野 敏 巴大成町 " 2面 " 今金ゲートポールクラブ 今 金 M 1画 " 
T.I 図 守闘 八幡町 "239.4曲円 " 社会偏祉凶開会 今 金 " 1函 " 
安藤 ，. 2.000 " 利 凶 守 i¥ 東 M 2函 " 

勝芳 江 .(，1.Y (バナナ l箱) 中!~スポー・:J!li 旭 'T " 2i1姐 " 厨 田
世iジュース 2函

H 
大 111 ~ '" 

神 2新丘 ファンタ " 
本間 働 4ドト JI( 'T 石ζ う制H2!:IfIJl 1式 H 伊東 フミエ 1';1 石 スイカ 2倒 " 
氷企'町 商~， 3本 開I シャンプー 12本 H 11 !b 77ンタ(It)10本 " 
g; 悶 守剣・ 神 丘 シルパーシート 3牧 " 村上謙太郎 神 丘 清酒 2本 " 
山形県独 立 学 剛 山形県 -<ウンドケーキ 4本 " 今金開f積且組合 今 金 サイダー 4.本 " 
北 山 罰高 崎玉県 お菓子 4袋 " 浅野 栄子 本 'T 国 木休業(株) ;事 ，1 たき木 スト y ク HJl " H 

大合啓太郎 sfl剥l掴『 " 揃 1* 飽 堂 末広町 {風化船粧品l曲倒」で入れ10倒)
". 5.000 小百合保育問 " 

工藤 一仁 江差町 如ジュース z本 先 の 里 牢 凶 辻 薬 q 本 '( 風僻} 200倒 " 
7レンドシヨ?プ.tオキ 八 幡町 M 100本 " 神丘都議会 神 丘 ミユポケヴトテイ 7 シュ " 
制後新聞社 R 般市 お菓子 2函 " 山崎 ト j 乙部町 ，. 10.0帥 N 

竹 次 俊 則l函館市 ，守ン 2函 " い Lかわスポーツ 'ふ 'T ，. 10.000 " 
今金 問f摘会 今 金 77ンタ(lt)1両 H 下: 森常 三 !!II i¥ *1 IIIY ~ 5.∞o M 

佐 々木作太郎 ゅー 'T 知ジニLース 2函 H jJj 111今金支脳 本 '( ，. 10，000 H 

佐 量挙 iJj 治踊館市
II.J 北 紀 母嘩 iti業町 9 5.削)1) H 

紅茶 1箱
仰

来山 事維 JI( '( 9 3.刷)1) " 
平 山 同月 集瀬棚開r ジA ース 2面 " 東ハイヤー 東 '( ，. 10，山地 " 
ツバメ石油 大 ~I 町 " 2函 " ιう t貸 政 子 峨 )11 ，. 3.0冊 " 
外 山 住 綾 JI( 開I 官;~ジ且ース l曲本 " 大 1l 啓太郎 n{I，f11町 ，. 5.000 M 

今金11(きんプロパン (株) 末広町 H 1同 " 大 ~I 谷正雌 'み '( ，. 5.000 H 

)11 村 経] 大 ~I 町 M 2函 仰 )i! i皮 金 日祢 函館市 ヂ 10.000 M 

荒 井 務作 :年 fI. M 2函 " i"!; 111 F事 子 八幡町 ，. 10.0曲 H 

崎 !.!!守 高英町 i H I函)
丹羽錫入金 ~t li:山田I 9 5.刷)1) N 

山 " アンデスノロン l柿 ライオンズクラブ " ，. 20.0曲 " 
今 金 開I 今 金 サイダー 5ケース 仰 佐藤 ifJ 函館市 ~ 3.冊。 M 

開 四 商 I~i nrl和 田T 仰 H 化山 う長 ~tt~IIJ町 ，. 3，000 " 
灰 谷 健治 函館市 ビール 1?"ース H g; 111 守 。ド 神 丘 ". 3.000 H 

今金 幼 稚 I叫 市民町 仏・ジュース 1函 H 大野 敏 己 大成町 ，. 3.0曲 H 

11， 日 優 問 代 " l函 " 小林 治 9J 札幌市 ~ 5.剖)1) M 

近 副島 組 段大和町 M 1画 " 本1 )1 鮒 子 今 金 ，. 3.0冊 " 
ライ オンズクラ ブ 今 金 M 3函 H 楠原 ナ ツ今 金 ，. 1.0凹 M 

加 蟻 III 市央町 H 3函 " 村 上 佐 月 今 金 9 1.曲。 " 
wrnクリーニ ング H日有1'( " 2函 H ライオンズクラブ 今 金 ，. 35，000 H 

外盛鮮 1，!l 防 末広町 " 2函 H 児五 凶 子 末広町 ，. 10，000 " 
外崎鮮魚応 処 '( スイカ 1 1む H RP，総 寄文 子 大成町 ，. 2.0曲 " 
小 )11 処 設耐栄町 mジ且ース 1i盈 H 飯 16 智経 裕 本 開1 ，. 10，0叩 " 
偏向 前 主苫 江差町 " l両 " ffj 愛 会 上磯町 ，. 10.0曲 H 

金九 盟 ー 採 '( " 1面 n 三 山崎 jJ 武 祖 )11 ，. 10.冊。 " 
下附 帯桟 江主町 " l両 μ 金子 ヨンエ JUJ錦町 ヂ 3.曲。 n 

I形制 勝 f町 H H 1函 M W，水 消 子 H ". 5，000 " 
企公 永 " ナ 東 '( お菓子 2箱 H 日員制大谷女子短期大学 函館市 ，. 5，000 H 

s;露 良夫 末広町 缶ジュース 1函 " 加 ii ]~哩 fS 日目 ~1 町 ". 5，000 H 

今村 間;事 昇 " 1面 H 竹内 礼子 神 丘 ". 5，000 " 
織図 やZ う時 北桧山町 " 2面 M 1i 蕗 後 " ~ 5.開。 N 

町 僑 傘小舟市 " i面 M 石 I1 俊直 本 '( 9 5.制)1) " 
今金郵便向 今 4晶b 仰 1函 仰 錫戸 ~-t: 一 鈴 金 ". 10，0叩 " 
信長 阿 牧場 本広町 " 2面 " 小川 継 ー i'J栄町 ，. 10，000 " 
スナ y ク抑 H(I，f;[1町 " I両お菓子 M 竹内 正夫 大綱l闘T ，. 3，000 " 
赤川製村所 JI( 開I M 1面 " 伊，( !~ キ ヌ 他 'T ，. 3，000 " 
1I1 岡 昭 二 神 丘 " 1画 " 棚栂富佐江 市栄町 ，. 10，開。 " 
マ ド ン ナ末広町 M l画 " ドンペーズ上映実行委員会 A 守 金 ". 9，850 社会福祉協織金

飯田 (J ，安 本 町 " 1画 H 石神 宰 j台日 進 ~ 30.制加 M 

B白問袋容院 八幡町 H l函 H 百 惚 トメエ 英利河 "'100，000 M 

4向l 岡 陣 ー 八 東 " 1画 " I~ 名 ，. 43，251 光の.!l~ :'-ji'闘

I~ 形 留夫 旭 'T H 1面 " H 
大倉啓太郎 Ht! ，f;[r町

今全日石(抹} 地 'T " 』画 " ". 5，000 小百合保育刷

金沢竹次郎 樋 )11 " 1函 M 

仁二

〕1
 

1
 

〔



8月の休日当番医 役場お盆休みのお知らせ
3日 平病院(北槍山町) 8④5011 

8月13日1午後から休
10日 今金町田保病院 岱②0221 15日
17日 北檎山国保病院 合④5321 みになりますので
24日 富田医院(今金町) 合②0324 ニー了落tくた‘さい。
31日 岩間医院(今金町) fi@0057 総務課から

不
便
、
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、
下
記
の
期
問
、

交
通
止
ま
た
は
片
側
交
通
と
な
り
ま
す
。
交
通
止

の
際
は
「
田
代
橋
」
道
路
の
ご
利
用
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

町

道

民

税

(
2期
分
)

国
民
健
康
保
険
税

(
2期
分
)

。gゆ今住民の動態。gゆ今

前月対比

8，435 ( 0 ) 
4，091(-3) 
4，344 (+ 3) 
2，567 (-2 ) 

6月末現在

口

数男
女

帯

人

世C 

長 女 )寒手l

長女) 1壬1 1"1:; 

3女)光 台

2女)南栄町

長女)南町

長女)寒具

1て-9j)づζ平日1111

2女)昭町

CJおたんじようおめでとう

6月 6日(俊光

6月19日(敏之

6月21日(義fllJ

6月27日(節夫

7月 1日(干nt:住

7月 1日(幸司

7月 2日(政己

7月 3日(英二

s
A叩
い
U
A

一
子
-
子
一
一
子
λ

美
HruM

A

a
亜
九千
島知

混

合
々

係

等

ぞ

さ佐

え

小

の

本

崎

内

入

股

田

藤

田

水

谷

矢

一

緒

藤

佐

栄

8
月
刊
日
1
8
月
刊
日
片
側
通
行

8
月
日
日
産
業
祭
は
解
除

8
月
初
日

l
m月
間
回
全
面
交
通
止

問
月
日
日

l
H月
叩
日
片
側
通
行

函
館
土
木
現
業
所
今
金
出
張
所
か
ら

期
間

内
R島司

官

l立

8
月
末
日
が
納
期
で
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

カ、

固 いつまでもおしあわせに

%天沼寧(神丘)~判合邦子(末広 IIIr>

%桜井隆彰 ( f軒並受)~飯 l王I II.!I美(北桁山IIIJ)

弘ホ聖子訓夫(金原)ニ坪 宏枝(大手uIIIn 

万迷聡浩二(大和町)~村上 l平子 (極 ) 11) 

%中道裕治(末広町)~伊藤幸子 (北村守山町)

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

制
②

O
T
A
-
-番

ι 

税

務

課

制I 昂Z

"Jfミ手リ}可

日進

耳t /fIJ 

美利 河

八 鈴

末広町

白石

進

政

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

7

2

4

4

1

0

9

9

3

 

6

9

8

7

9

6

5

5

4

 

ーおくやみもう Lあげます

6月 2日

6月15日

6月17日

6月20日

6月22日

6月25日

6月27日

7月 2日

7月 6日

雄

モ

作

夫

司

光

h
功

蔵

究

ト

幸

恭

朝

利

y

:

勇

内

田

村

村

像

藤

藤

場

室

竹

広

石

本

宗

近

佐

大

小

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

勺

(12) 

日


